
ArchiMate® 3.2 メタモデル -- コア
直接の関係のみを示しています。抽象要素の拡張を含む、実際のメタモデル要素のみを表示しています。
要素を「レイヤーごと」の色分けで示しています。イエローがビジネス、ブルーがアプリケーション、グ
リーンがテクノロジーの各レイヤーです。

(プロダクト)

(テクノロジー・サービス)

(マテリアル)

(テクノロジー・インター
フェース)

(アプリケーション・イン
ターフェース)

(アプリケーション・プロセ
ス / ファンクション / インタ

ラクション)
注：こ の よ う な 形
の 要 素 は 実 際 に
はArchiMateにはありま
せん。3つの別々の要
素を表してしています

(データ・オブジェクト)

(ビジネス・イベント)

(テクノロジー・プロセス /
ファンクション / インタラク

ション)
注：このような形の要素は実
際にはArchiMateにはありませ
ん。3つの別々の要素を表して
しています

(ビジネス・インターフェー
ス)

(アプリケーション・コ
ンポーネント)

(テクノロジー・イベン
ト)

(ビジネス・サービス)

(配送ネットワーク)

(ビジネス・プロセス / ファ
ンクション / インタラクショ

ン)
注：こ の よ う な 形
の 要 素 は 実 際 に
はArchiMateにはありま
せん。3つの別々の要
素を表してしています

(アプリケーション・イ
ベント)

(アーティファクト)

(ビジネス・アクター)
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(通信ネットワーク)

本シートの色使い (ArchiMate標準は正
式には無色です):

要素を「レイヤーごと」の色分けで示
しています。イエローがビジネス、ブ
ルーがアプリケーション、グリーンが
テクノロジーの各レイヤーです。

リレーションの色分け:

- レッド および バイオレット は、「上
位の」レイヤーの要素が下位レイヤー
要素の抽象表現に用いられていること
を示します。ターゲットがビジネス・
レイヤーであれば、それは自動化され
たビジネス上の振る舞い(バイオレット
で表示)であることを意味します。

- オレンジおよびブルーは、例えばビ
ジネス・レイヤーがテクノロジー・レ
イヤーに使用されるような、「下向き
の」利用される関係をモデル上で示し
ます。

- グリーン はメタモデル上のクラス関
係を表します。重要な影響：(メタモデ
ル上の) 親のスペシャリゼーション関
係は (メタモデル上の) すべての子に対
しても有効です。これはスペシャリ
ゼーションが実際のモデルに使用され
るときには生じません。ArchiMateには
実際にはふたつのまったく異なるスペ
シャリゼーションが存在します (詳細
な解説は著者の書籍をお読み下さい。
フリーの試し読み版もあります)

リレーション:

- 図上ではリレーションの描写は省か
れていますが、どの要素もそれら自身
を構成および集約できます。注：同じ
レイヤーに属する全ての内的振る舞い
要素も同様です (例：ビジネス・ファン
クションはビジネス・プロセスを構成
できます)。

- アソシエーション関係はすべての種
類の要素間で許可されています。(メタ
モデル上で役割をもつ) テキストで明
示的に触れられているものだけを表示
しています。

- (導出ではない)直接のリレーションの
みを表示しています。

概念要素:

- 示された「内的振る舞い」要素はファ
ンクション、プロセスおよびインタラ
クションのそれぞれ別の概念をカバー
します。ここに示す要素はArchiMateの
一部ではなく、これら3つすべてを表
すためにここでのみ用いられていま
す。

- ここに示す大きなテクノロジー要素
は図表をシンプルにするためのもの
で、実在のArchiMate要素ではありませ
ん。これにつながるリレーションはす
べて、その中の実際のArchiMate要素す
べてと結ぶことができます。

- コラボレーションは本図表では省略
してあります。対応する内的能動構造
要素(例えばアプリケーション・コン
ポーネント、ビジネス・ロール、ノー
ドとその特化概念)と使い方は同じで
す。

(契約)

(アプリケーション・サービ
ス)

(パス)

(ビジネス・オブジェクト)(ビジネス・ロール)

(ノード / デバイス / システム・ソフトウェア / 施設 / 設備)

(ノード)

(設備)

(システム・ソフトウェア)
(デバイス)

(施設)

注：このビジュアルは
実際のArchiMateではな
く、内部のこれらの要
素ができることを簡単
に説明するためのもの
です。

承継、
モデルでは
使わないこと

自
動
化
さ
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
・
レ
イ
ヤ
ー
の
モ
デ
リ
ン
グ

自
動

化
さ

れ
た

ビ
ジ
ネ

ス
・

レ
イ
ヤ

ー
の

モ
デ
リ

ン
グ

自
動

化されたビジネス・レイヤーのモデリン
グ

自
動
化
さ
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
・
レ
イ
ヤ
ー
の
モ
デ
リ

ン

グ

作図：ゲーベン・ヴィエルダ. 訳：岸川 能行

細かな注意：第三者の著作権に関する要請により、ファイルは編集不可です。

https://ea.rna.nl/
yoshiyuki.kishikawa@iasa-japan.org


作図：ゲーベン・ヴィエルダ. 訳：岸川 能行

©
20

23
ゲ

ー
ベ

ン
・

ヴ
ィ

エ
ル

ダ
。
使

用
、
複

写
、
印

刷
等

に
際

し
許

諾
不

要 バ
ー

ジ
ョ

ン
：
20

23
08

05
-ja

A
rc
hi
M
at
e®

は
Th

e
O
pe

n
G
ro
up

の
登

録
商

標
で

す
。
A
rc
hi
M
at
e
3.
2標

準
の

著
作

権
は
Th

e
O
pe

n
G
ro
up

に
属

し
ま

す
。

ArchiMate® 3.2 メタモデル -- 非コア

モチベーション・アスペクト

(ゴール)

(アウトカム)

!
(原則) (要求)

(制約)

(ドライバー) (ステークホルダー)

(アセスメント) (価値)

(意味)

任意のストラテジー、コ
ア、または複合要素
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注：メタモデルでは明示されていますが、ここで
は以下は示されていません：
- どのモチベーション要素も、 (当然 ) 他のモチ
ベーション要素とアソシエーション関係で結ぶこ
とができます。
- どのモチベーション要素も、他のモチベーショ
ン要素と影響関係で結ぶことができます。

ビジネス・アクター、ロー
ル、およびコラボレーショ

ン+/-

複合要素

(グルーピング)

任意の要素およびリ
レーションを集約す
ることができます

(ロケーション)
構造要素、振る
舞い要素ともに
集約することが
できます
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ストラテジー・レイヤー

コアの振る舞い要素 (たとえ
ばプロセス、ファンクショ

ン、サービス)
アーティファクト、マテリ

アル、オブジェクト)

(リソース)

(行動指針)

コアの構造要素 (たとえばア
クター、ロール、アプリ

ケーション・コンポーネン
ト、ノード、インター

フェース、

(グルーピング)

および他の複合要素
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(ケイパビリティ) および (バ
リュー・ストリーム)

注：このような形
の 要 素 は 実 際 に
はArchiMateにはあり
ません。 2つの別々
の要素を表していま
す

導入・移行レイヤー
(ロケーション) または (グ

ルーピング)

(ロケーション)

(グルーピング)

コアまたはストラテジー領域の、任意
の振る舞いまたは構造要素。

モチベーション・アスペクトの、ス
テークホルダをのぞく任意の要素

(リアライゼーション関係のみ、ただ
し影響関係も使用 (導出) 可)

(プラトー)

(成果物)
(ワーク・パッケージ)

(ギャップ)

(ビジネス・ロール)
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(導入イベント)

構成および集約

構
成

お
よ

び
集

約

構
成

お
よ

び
集

約

構成および集約

細かな注意：第三者の著作権に関する要請により、ファイルは編集不可です。
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作図：ゲーベン・ヴィエルダ. 訳：岸川 能行
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ArchiMate® 3.2 要素の概要 (1/2)

ビジネス・レイヤーの要素

(ビジネス・インタラクショ
ン)

コラボレーションの振る舞いを表
現する (余計な) ArchiMate概念要
素。例：「社交ダンス」「核の発
射」(牽制的・抑止的な例).

(プロダクト)

(ビジネス・ロール)

ビジネス・レベルで「作用を受
ける」受動的な何かを表しま
す。例：「紙幣」「出資金」「債
権」

全てのメンバーが揃うことでの
み生じうる、アクター/ロール
の協業による振る舞いを表しま
す。例：「ダンスカップル」

ビジネス・レベルでモデル化され
た「状態遷移」の表現。例：「顧客
が来店する」「9時ちょうど」あるい
は「ミーティングの開始」

インターフェースによって実行
される、「外部から」使用可能な
振る舞いの表現。例：「ヘルプデ
スク・サポート」「花きの販売」

結果を生ずるビジネスレベルの
振る舞い (振る舞いのアウトサ
イド・イン的な分割)。例：「請
求書作成」「店舗開設」

ビジネス・レベルでサービスと
オブジェクトを契約と一緒に集
約する要素(例：SLA)。「deliverさ
れる」何らかのもの。

(行為に対する責任として定義さ
れる) 仮想的なアクターを表し
ます。例：「マネージャ」

実在の人物や、部門、企業など
の集団を表します。例：「監査
部」

契約を表すビジネス・オブジェ
クトの特化概念。

特徴を同じくするビジネス・レベ
ルの振る舞い (振る舞いのインサイ
ド・アウト的な分割)。例：「ファイ
ナンス」「クリーニング」

アクター/ロール/コラボレー
ションにアクセスする方法を表
します。例：「一般電話回線」

ArchiMateバージョン1から存在
する、物理的な形態にある情
報。例：「ドットマトリクス・プ
リンタ出力」

(ビジネス・アクター)

(ビジネス・インターフェー
ス)

(ビジネス・プロセス)

(ビジネス・ファンクション)

(ビジネス・コラボレーショ
ン)

(ビジネス・サービス)

(ビジネス・イベント)

(レプレゼンテーション)

(契約)

(ビジネス・オブジェクト)

テクノロジー・レイヤーの要素

ノードなどの間の搬送経路の論
理表現。例：「データ複製」「製
品取引」

データの伝送設備。例：「データ
センター・ネットワーク」

(人やITにより) アクセス可能な「テクノ
ロジー」の振る舞いを表します。インー
ターフェースにより実行されます。例：
「RDBMSの使用」「廃棄物の受け入れ」

(配送ネットワーク) 物質的な流通手段。例：「鉄道」
「ベルトコンベア」

テクノロジー能動構造要素にア
クセスする方法。例：「25番ポー
ト」「SMTPプロトコル」

(情報処理的な振る舞いとは対照
的に) 物理的な振る舞いを行う
ことができる機械。例：「製鉄
所」

(アーティファクト)

汎用的なテクノロジー要素。例えばデバ
イスとシステム・ソフトウェアからな
るノードとしてのサーバーなど、他のテ
クノロジー要素を集約するためにしば
しば使用されます。

実際のコンピューティング・
ハードウェアの表現。例：
「x86ブレードサーバー」

特徴を同じくするテクノロジー・レ
ベルの振る舞い (振る舞いのインサイ
ド・アウト的な分割)。例：「DBバック
アップ」「機械によるのこ引き」

(テクノロジー・インタラク
ション)

(設備)

ローデータ。例；「データベース
ファイル」「ソフトウェア・ディ
ストリビューション」「PDFファ
イル」

物理的なアクターのより抽象的
な集まり。例：「レンガ工場」

テクノロジー・レベルでモデ
ル化された「状態変化」。例：
「10分毎」「サーバーのブー
ト」「タンクが空」

(パス)

一緒になって初めて特定の振る
舞いを実行できる技術要素の組
み合わせを表す (不必要な) 概
念。

テクノロジー・レベルのソフトウェ
ア・システム。一般的にはプラット
フォームに使用。例：「PostgreSQL」
「Windows 2016 Server」「Java SE」

(テクノロジー・プロセス)

(ノード)

(通信ネットワーク)

物質的なもの。例：「木材ブロッ
ク」「くぎ」

テクノロジー・コラボレーショ
ンの振る舞いを表現する (不必
要な) 概念。

(マテリアル)

(テクノロジー・イベン
ト)

(テクノロジー・ファンク
ション)

(テクノロジー・インター
フェース)

結果を生ずるテクノロジーレベルの振
る舞い (振る舞いのアウトサイド・イン
的な分割)。例：「データベース削除」「ク
ローゼット組立て」.

(システム・ソフトウェア)

(デバイス)

(テクノロジー・サービス)

(テクノロジー・コラボレー
ション)

(施設)
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注：このページの要素の説明はThe Open Groupによる公式なものと異なり「見解」を含む場合があります。

細かな注意：第三者の著作権に関する要請により、ファイルは編集不可です。
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ArchiMate® 3.2 要素の概要 (2/2)

アプリケーション・レイヤーの要素

アプリケーション・レベルでモデ
ル化された「状態遷移」の表現。
例「10分ごと」「アプリケーション
起動」「トランザクション受信」

アプリケーション・レベルの情
報を表現する要素。例：「顧客レ
コード」「取引レコード」

結果を生ずるアプリケーションレ
ベルの振る舞い (振る舞いのアウト
サイド・イン的な分割)。例：「月次
支払額計算」

アプリケーション・レベルのソフ
トウェア・システムの表現。例：
「EAモデリングシステム」あるい
は「BiZZdesign Enterprise Studio」

(アプリケーション・イン
ターフェース)

(アプリケーション・プロセ
ス)

(アプリケーション・イ
ベント)

(アプリケーション・インタ
ラクション)

アプリケーション・コラボレー
ションの振る舞いを表現する
(不必要な) 概念。

(アプリケーション・ファン
クション)

(アプリケーション・サービ
ス)

(データ・オブジェクト)

一緒になって初めて特定の振る
舞いを実行できるアプリケー
ションの組み合わせを表す (不
必要な) 概念。

特徴を同じくするアプリケー
ション・レベルの振る舞い (振
る舞いのインサイド・アウト的
な分割)。例：「リスク計算」

(人またはITによって)「アクセス可能
な」アプリケーションの振る舞いの表
現。インターフェースによって実行され
ます。例：「ウェブサイト」「RESTfulな
カスタマハンドラ」

(アプリケーション・コ
ンポーネント)

(アプリケーション・コラボ
レーション)

アプリケーションのインター
フェースを表す。(人とIT両方の)「ア
クター」がシステムとやり取りする
方法。例：「GUI」「API」

ストラテジー・レイヤーの要素
(ケイパビリティ)

(行動指針)

(バリュー・ストリーム)

(リソース)

組織が持っている能力の抽象的
な表現です。例：`道路建設'

組織の資産の戦略的な表現。
例：`風力発電所'

ステークホルダー (通常は顧客)
に価値を提供するために、組織
がどのように構築されているか
を表します。

組織が行うことを決定した戦略
的 / 戦術的な何かを文書化 / 記
述したもの。例：`補完的な企
業の買収'

モチベーション・アスペクトの要素

(ゴール)

(アウトカム)

!
(原則)

(要求)

(制約)

(ステークホルダー)
望ましい帰結。例；「X年とY年
との比較で10%のROI改善」

(ドライバー)

(アセスメント)

(価値) (意味)

組織が行うことの実際の帰
結。例：「X年とY年との比較
で10%のROI改善」

変化の、また (アーキテクチャ
上の) 意思決定の理由を表しま
す。

正式には、あるドライバについ
ての自分の立ち位置を表しま
す。しかしなぜドライバだけ？

他の概念のもつ (金銭的、ある
いは他の) 価値を記述・文書化
します。

アーキテクチャに何らかの利害
関係をもつ人を表す、本来不要
な概念 (ロールで済んだはず )
例：「プロダクト・オーナー」

アーキテクチャが満たさなけれ
ばならない要求を表します。
例：「対応しているソフトウェア
を使用すること」

(単なる要求に過ぎないので) 本
来は不要なマイナスの要求。
例：「非対応のソフトウェアを使
わないこと」

非常に強い要求。場合によって
は有害なので要注意。例：`「原
則」は使用しないこと'

ArchiMateバージョン1から存在
する、哲学的に疑わしい概念。
公式の定義：何かの意図の表現

導入・移行レイヤーの要素

(ワーク・パッケージ)

(導入イベント)

(成果物)

明示的な開始日と終了日、及び
(プロセスと同様に) 明確な結果
をともなう、ある作業のまとま
りを表します。

ビジネス変革における`状態
変化'を表します。例：`本番リ
リース'

ワーク・パッケージから生じる
結果

(プラトー)

(ギャップ)

ある程度の期間持続するラン
ドスケープの`状態'を表現しま
す。

2つの (連続した) プラトーの間
の違いを表します
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注：このページの要素の説明はThe Open Groupによる公式なものと異なり「見解」を含む場合があります。

細かな注意：第三者の著作権に関する要請により、ファイルは編集不可です。
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